
 

 

 

 

 

 

 

 平成 23 年度「モデル撮影会」経過報告 
 5 月 21 日（土・晴）昭和記念公園・西立川口に８5 

名が参集、3名のモデルを囲み思い思いのポーズを要求 

し、シャッターを切りましたが、東日本大震災の影響が 

ここにも出ていました、噴水やせせらぎの水面を背景に 

した撮影ポイントを用意していましたが、断水のため渇 

水状態で当てが外れ撮影ポイントの決定に苦労しまし 

た。次回からは、前もって現地調査を実施し撮影ポイン 

トを決めておくと反省しきりの撮影会でした。 

 

第１１１回・定例コンテスト・審査結果発表 
公開審査：6月 4日（土）読売新聞立川支局７F会議室 

審査員：本間光太郎 大賞事務局員 

作品応募者数：１００名 応募点数：２８６点 

賞 名 題 名 氏 名 

最優秀賞 水しぶき 浜村亥智夫 

優秀賞 青い宝石 塩田 文夫 

優秀賞 朝日に輝く 近藤 二郎 

優秀賞 恋の季節 清水 国夫 

入選 新緑のシルクロード 尾川 光男 

入選 夕映えの丘 染谷 六男 

入選 巨大ロボット？ 小林 勝 

入選 厳冬の湯滝 一場 貞夫 

入選 飛び立ちの瞬間 二葉 武夫 

入選 捕食 平  李冶 

入選 夕日を浴びて 当麻 晴弘 

入選 未知への遭遇 早川 昇 

入選 バス停留所 古口 公司 

入選 朝陽の中で 菊池 敏 

入選 菊花壇 筒井 登 

入選 雨あがり 宮森 義雄 

入選 かもめ 福田 宏 

入選 変身 山崎 惇夫 

入選 五月の朝 友野 昭男 

入選 湖面を飾る 村山 功 

入選 待ちわびた春 島田 博 

入選 LOVE 遊佐八重子 

入選 静寂 鈴木 京子 

入選 桜 野田 広治 

 

全日本 YPC 作品展 
期間：8 月 5 日（金）～8月 11 日（木） 

会場：富士フィルム・フォトサロン 

   東京都港区赤坂９－７－３ 富士フィルムスクエア 

全国 YPC会員を対象とした作品を写真家・立木義浩氏 

が選抜した作品 1６２点が展示されます 

主催：読売写真クラブ（YPC）読売新聞社 

後援：富士フィルム・キャノンマーケティングジャパン・ 

    読売旅行 

第１１２回・定例コンテスト・作品募集  
■  テーマ：自由 

■  サイズ：６ッ切～ワイド４ッ（A4 可） 

■ 応募点数：３点以内（組み写真１点可） 

※組写真は２L版３枚をセロテープで繋ぐ 

■ 応募期間：８月０１日（月）～８月２５日（木） 

■ 作品条件：２０１０年８月以降撮影の作品 

※デジタルは画像加工をしてないストレート作品

に限る 

■ 送り先：〒190-8540 立川市曙町 1-27-10 

     読売新聞・立川支局内 

     多摩 YPC 第１１２回定例コンテスト係 

第１１２回・定例コンテスト・公開審査のご案内  

■ 開催日・時：９月 10 日（土） １３時１５分 

■ 会場：読売新聞立川支局７階会議室 
※結果発表は多摩 YPC便り４４号（９月下旬発行予定） 

に掲載を予定しています 

 

アンケート結果報告 
昨年９月、会の諸活動について、皆さんのご意見を

お伺いしましたが、その結果を別紙で報告致します。 

「限られた予算」「限られた役員」で「より一層の満足

感」を皆さんに与える活動とは何か、役員会では活発

な意見交換がありました。 

皆さんからの、ご意見ご希望を参考に、出来ること

から、順次実現を目指し努力することが、私たち役員

に与えられた役目でしょうか。 

これからも、「無理なく」「みんなで参加」を、「多摩

YPCの活動のあり方」と考え、活動していきたいと思い

ます。 

しかし、如何なる活動も会員全員から満点の評価を

得ることは無理ですが、実現に向けて努力していきま

すので、ご協力の程お願いいたします。 

★集約データを同封しますので参考にして下さい。 

 

最近の役員会議題 
 ① アンケートの集約 

 ② アンケート結果の展開方法 

 ③ 多摩 YPC ホームページについて 

 ④ 作品展について 

 ⑤ YPC と読売新聞との関係について 

   読売写真大賞事務局の見解 

 

 

2011 年  夏 （№.４３号） 

７月～９月 行事案内とお知

らせ 

発行日：０７月０９日 

多摩 

YPC だより 
http;//www.tama-ypc.com 

発行：多摩読売写真クラブ 

住所：〒190-8540 

     立川市曙町 1-27-10 

     読売新聞立川支局内 

責任者：会長 榎戸 勝洋 

朝日新聞・毎日新聞に遅れて読売は２５年前にアマ

チュア写真クラブの支援を目的に YPC を立ち上げ

ました。支援内容は、無償で YPC に対し①写真技

術の指導②フレンズの配布③コンテストの審査員

の派遣④全国 YPC 展の開催⑤入選作品の新聞発表 

などを行いその代償として読売の冠を付けている。 


